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都
道
行
文
線
の
整
備
再
開
に
向
け
た

村
民
説
明
会 

  

父
島
の
自
衛
隊
入
口
か
ら
小
中
学
校
裏
を
通
り
清 

瀬
ま
で
整
備
さ
れ
て
い
る
都
道
行
文
線
に
つ
い
て
は
、 

過
去
の
経
緯
か
ら
清
瀬
～
奥
村
の
間
が
保
留
区
間
と 

な
り
未
整
備
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

村
と
し
て
は
東
日
本
大
震
災
の
津
浪
被
害
状
況
を 

見
て
、
残
り
区
間
の
防
災
機
能
を
備
え
た
道
路
整
備 

の
必
要
性
が
増
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
今
後
の
整
備
再
開
に
向
け
た
進
め
方
に
つ
い
て
の

説
明
、
そ
れ
に
対
す
る
村
民
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
27
日
（土
）午
後
２
時
～
、
午
後
７
時
～ 

 

※
２
回
開
催
し
ま
す
が
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
で
す
。 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 
総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

法
人
村
民
税
の
税
率
改
正 

  

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
地
域
間
の
税

源
の
偏
在
性
を
是
正
し
、
財
政
力
格
差
の
縮
小
を
図

る
た
め
、法
人
住
民
税
・法
人
税
割
の
一
部
を
地
方
法

人
税
と
し
て
国
税
化
し
、
そ
の
全
額
を
地
方
交
付
税

の
原
資
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
伴
い
、
小
笠
原
村
に
お
い
て
も
法
人
村
民

税
・法
人
税
割
の
税
率
を
次
の
よ
う
に
引
き
下
げ
ま
す
。 

【
法
人
税
割
の
引
き
下
げ
】
平
成
26
年
10
月
１
日

か
ら
開
始
す
る
事
業
年
度
分
か
ら 

 

《
現
行
》
12
・３
％ 

《
改
正
後
》
９
・７
％ 

（均
等
割
の
税
率
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
） 

 
 

な
お
、
今
回
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
予
定
申
告

に
つ
い
て
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
予
定
申
告
の
経
過
措
置
】
平
成
26
年
10
月
１
日

以
後
に
開
始
す
る
最
初
の
事
業
年
度
の
予
定
申
告

の
法
人
税
割
額
は
、
前
事
業
年
度
の
法
人
税
割
額

に
４
・７
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
、前
事
業
年
度
の

月
数
で
除
し
て
得
た
金
額
と
な
り
ま
す
。 

 
 

詳
し
く
は
、
問
合
せ
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

 

医
療
費
助
成
（
○乳
・
○子
） 

医
療
証
の
更
新
時
期
で
す 
 

○乳
・
○子
の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど
も
が
制

度
対
象
年
齢
期
間
中
の
毎
年
10
月
１
日
に
更
新
さ

れ
ま
す
。 

 

◎
医
療
証
の
更
新
方
法
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す 

 

①
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
年
齢
要
件
を
満
た
す
乳

幼
児
・児
童
の
世
帯
主
な
ど
に
制
度
案
内
、申
請
書

（現
況
届
）を
、
８
月
中
に
発
送
し
ま
し
た
。 

②
９
月
16
日
ま
で
に
、
①
の
申
請
書
と
次
の
添
付
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
要
件
な
ど
資
格

該
当
審
査
を
行
い
ま
す
。
助
成
対
象
者
に
は
９
月

末
ま
で
に
新
し
い
医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
更

新
日
の
前
後
に
内
地
滞
在
（都
内
）な
ど
の
予
定
が

あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

〇
健
康
保
険
証
の
写
し 

 
 

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に
、
加
入
す 

る
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
方
は
、
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。 

〇
前
年
中
の
所
得
金
額
や
税
申
告
上
の
扶
養
者
数
、

税
控
除
額
な
ど
の
わ
か
る
書
類
（今
年
の
１
月

２
日
以
降
に
村
に
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
小
笠

原
村
で
所
得
の
確
認
が
で
き
な
い
方
）税
証
明

書
は
、
前
住
所
地
（平
成
26
年
度
の
住
民
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
場
所
）の
役
所
で
交
付
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

申
請
者
の
所
得
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
医

療
証
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
請

後
、
所
得
要
件
範
囲
内
で
あ
る
と
判
明
し
て
も
、

新
た
に
交
付
さ
れ
る
医
療
証
の
開
始
日
は
所

得
が
確
認
で
き
た
日
か
ら
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
確
定
申
告
な
ど
を 

行
っ
て
い
な
い
方

は

○乳
・
○子
制
度
の
更
新
前
に
お
済
ま
せ
に
な

る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。 

 

◎

○乳
・
○子
所
得
制
限 

 

制
限
額
は
児
童
扶
養
手
当
と
同
額
で
す
。
次
の
所

得
を
超
え
る
方
は
、
本
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。 

扶
養
者
（税
の
申
告
を
し
た
扶
養
親
族
）０
人
の
場

合
６
２
２
万
円
、
扶
養
者
が
１
人
増
え
る
ご
と
に 

38
万
円
を
加
算
。
老
人
扶
養
者
は
１
人
に
つ
き
さ
ら

に
６
万
円
加
算
し
ま
す
。 

※
所
得
と
は
、
給
与
所
得
者
は
給
与
所
得
控
除
後
の

金
額
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
収
入
額
か
ら
必

要
経
費
を
引
い
た
額
で
す
。所
得
制
限
限
度
額
は
、

所
得
か
ら
さ
ら
に
次
の
も
の
を
控
除
し
た
額
に 

よ
っ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
児
童
手
当
法
に
よ
る
控
除
８
万
円
、雑
損
・医
療

費
・小
規
模
企
業
掛
金
の
相
当
額
、
特
別
障
害

者
控
除
40
万
円 

〇
障
害
・
勤
労
学
生
・
寡
婦(

夫)

控
除
27
万
円
、 

寡
婦
特
別
控
除
８
万
円 

 
 ◎

医
療
費
助
成
制
度
や
医
療
費
給
付
制
度
に
は
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す 

 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

《

○乳
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
》 

 
 

○乳
が
優
先
し
ま
す
。 

《

○子
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
》 

 
 

〇
住
民
税 

非
課
税
の
場
合
、

○親
が
優
先 

 
 

〇
住
民
税 

課
税
の
場
合
、

○子
が
優
先 

○子
と

○親
助
成
対
象
の
優
先
す
る
期
間
が
複
雑

に
な
り
ま
す
（更
新
時
期
が
異
な
る
た
め
、数
か
月
単

位
で
の
変
更
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）の
で
、ご

注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給
付

や
学
校
保
健
法
に
も
と
づ
く
給
付
は
、

○子
や

○親
の

医
療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。 
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ﾀﾞﾑ 貯水率 

8/27現在 

父島 

98/100 

母島 

93.8/100 

 

７月気象状況   （父島） 

最高気温   31.5℃ 

最低気温   23.2℃ 

平均気温   26.9℃ 

平均湿度   83％ 

月降水量   6.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（８/1）  
 

 

             2,523人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,066人   457人 
 
 

 

  世帯      1,162    255 

ＮＯ．６３４ 

平成 26 年(2014) 

９/１(月)  
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学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
や
要
保
護
世
帯
な
ど
の
特

定
疾
病
な
ど
の
場
合
に
は
、
医
療
費
の
給
付
が
あ
る
の

で
、
医
療
機
関
で
の
混
乱
や
二
重
に
受
給
す
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
受
診
さ
れ
る
際
に
、
○子
や

○親
の
医

療
証
を
ご
提
示
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（受
診

時
に
は
個
人
負
担
額
の
支
払
い
が
必
要
で
す
）。 

な
お
、
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、申
請
・請
求
す
る
こ

と
に
よ
り
医
療
助
成
制
度
で
助
成
対
象
と
な
る
の
で
、

領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度 

 

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
期
限
よ
り
２
年
を
経
過

し
た
場
合
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
が
、
後
納
制
度
の
お
申
込
み
に
よ
り

平
成
27
年
９
月
ま
で
に
限
り
、
過
去
10
年
以
内
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足

し
た
こ
と
に
よ
り
年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
方

が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

後
納
保
険
料
納
付
の
申
込
方
法
な
ど
、
お
問
合
わ
せ

は
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
年
金
事

務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

【
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】 

《
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
》
０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０ 

《
一
般
電
話
》
０
３
―
６
７
３
１
―
２
０
１
５ 

【
受
付
時
間
】 

《
月
曜
日
》
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時 

《
火
～
金
曜
日
》午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 

《
第
２
土
曜
日
》
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時 

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
以
降
の
開
所
日

初
日
に
午
後
７
時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）
、
12
月
29
日
～ 

１
月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。 

自
動
販
売
機
設
置
業
者
募
集 

 

飲
料
自
動
販
売
機
設
置
業
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。 

【
設
置
場
所
】 

小
笠
原
村
母
島
診
療
所
１
階
（風
除
室
） 

【
設
置
台
数
】
１
台 

【
設
置
条
件
】次
の
費
用
を
設
置
業
者
負
担
と
す
る
。 

 

○
設
置
費
用
（運
搬
費
そ
の
他
諸
経
費
） 

 

○
電
気
料
金
の
負
担 

 

○
ゴ
ミ
箱
設
置
（空
き
缶
・ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
用
） 

 

○
設
置
後
の
維
持
経
費 

 

○
飲
料
の
補
充 

【
設
置
時
期
】
10
月
中 

 

【
業
者
決
定
方
法
】
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選 

【
申
込
締
切
】
９
月
16
日
（火
） 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 

《
申
込
受
付
》
財
政
課
財
政
係 

２
―
３
１
１
２ 

 

母
島
支
所     

３
―
２
１
１
１ 

《
設
置
な
ど
に
関
す
る
問
合
せ
》 

 

医
療
課
診
療
所
係 

 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 

平
成
26
年
度
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス 

  

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
込
み
に
よ
り
都
内

の
路
線
バ
ス
、
都
電
、
都
営
地
下
鉄
、
日
暮
里
・舎
人

ラ
イ
ナ
ー
が
無
料
で
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ
ル 

バ
ー
パ
ス
」を
発
行
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以

上
の
方 

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】 

①
26
年
度
の
住
民
税
が
課
税
で
③
以
外
の
方 

 

２
万
５
１
０
円 

②
26
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方 

 
 
 
 
 
 

１
千
円 

③
25
年
の
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方 

１
千
円 

【
有
効
期
限
】
平
成
27
年
９
月
30
日 

【
必
要
書
類
】 

○
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類 

 

○
住
民
税
課
税
／
非
課
税
証
明
書
、
介
護
保
険
料

納
入(

決
定)

通
知
書
な
ど
の
所
得
額
な
ど
を
確

認
で
き
る
も
の 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
実
施
日
程
】
９
月
18
日
（木
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

第
47
回 

小
・中
・高
連
合
運
動
会 

 

【
日
時
】
10
月
５
日
（日
） 

 
 

午
前
８
時
45
分
～
午
後
３
時
10
分 

 

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
12
日
（日
）・
13
日
（月
）

に
順
延 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・中
学
校
校
庭 

【
一
般
参
加
種
目
】 

 

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー
（男
女
別
６
人
１
チ
ー
ム
） 

タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
実
施 

《
競
技
予
定
時
刻
》
午
後
２
時 

 
○
職
場
対
抗
綱
引
き
（男
女
混
合
12
人
１
チ
ー
ム
）

※
最
低
女
子
１
名
登
録 

 
 

１
試
合
１
本
勝
負
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

 
 

《
競
技
予
定
時
刻
》
午
前
11
時
35
分 

 
 

※
今
年
度
も
、
短
距
離
走
の
一
般
参
加
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

《
申
込
方
法
》
教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申

込
用
紙
を
10
月
１
日
（水
）ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
当
日
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

な
お
、
職
場
対
抗
綱
引
き
に
つ
い
て
は
、
先 

着
12
チ
ー
ム
の
申
込
み
が
あ
っ
た
時
点
で
締

め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

《
申
込
先
》
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

【
玉
入
れ
・幼
児
種
目
・南
洋
踊
り
】 

 

○
小
・中
学
生
・高
校
生
と
地
域
の
方
々
も
ご
参
加

い
た
だ
く
「玉
入
れ
」を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 

〇
午
前
11
時
10
分
頃
開
始
し
ま
す
。 

○
小
学
校
に
就
学
す
る
前
の
子
ど
も
達
を
対
象
に

し
た
種
目
「く
る
く
る
風
車
」も
あ
り
ま
す
。 

 

〇
午
前
11
時
25
分
頃
開
始
し
ま
す
。 

 

○
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
小
学
校
３
年
生

を
中
心
に
、
児
童
・生
徒
と
村
民
の
方
々
で
、

南
洋
踊
り
を
踊
り
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

 

《
参
観
に
つ
い
て
》 

 
 

○
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。学
校
前
・

支
庁
付
近
お
よ
び
学
校
上
の
都
道
な
ど
の

路
上
駐
車
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 
 

○
学
校
行
事
で
す
の
で
、
飲
酒
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。 

○
喫
煙
場
所
は
プ
ー
ル
前
の
１
カ
所
の
み
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

《
テ
ン
ト
設
営
》 

 
 

○
今
年
度
も
校
庭
開
場
時
刻
は
、
午
前
６
時
で

す
。
前
日
（前
夜
）の
テ
ン
ト
設
営
お
よ
び
場

所
取
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
テ
ン
ト
の
設
営
場
所
は
、
当
日
掲

示
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、
決

め
ら
れ
た
場
所
に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
校
庭
は
芝
生
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
校
庭
内
に

車
を
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 
 

○
片
付
け
は
閉
会
式
後
に
お
願
い
し
ま
す
。 

《
競
技
に
つ
い
て
》 

 
 

○
競
技
に
ご
参
加
の
方
は
、
決
し
て
無
理
を
な

さ
ら
ず
、
け
が
防
止
に
万
全
を
期
し
て
く
だ

さ
い
。
け
が
は
、
原
則
と
し
て
自
己
責
任
と

な
り
ま
す
の
で
、
け
が
予
防
の
た
め
に
、
事

前
に
準
備
運
動
を
入
念
に
行
い
、
運
動
を
す
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る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
と
履
物
（全
て
の

競
技
は
、
運
動
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
パ
イ
ク
の
着
用
と
裸
足
で
の
参
加
は
危

険
で
す
の
で
お
止
め
く
だ
さ
い
）で
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

 

村
立
小
学
校
の
教
科
書
の
採
択
結
果 

  

平
成
27
年
度
か
ら
村
立
小
学
校
で
使
用
す
る
教

科
書
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
平
成

31
年
度
ま
で
採
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
選
定
理
由
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
教
育
課
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

【
採
択
結
果
】 

                     

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍 

 

夏
休
み
中
に
子
ど
も
達
が
参
加
し
た
大
会
や
行
事

な
ど
で
の
活
躍
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】 

○
島
し
ょ
大
会 

４
位 

１
回
戦 

１
‐
２
三
宅
中 

２
回
戦 

０
‐
２
新
島
中 

３
回
戦 

０
‐
２
八
丈
合
同
チ
ー
ム 

【
小
笠
原
中
・母
島
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
】 

○
島
し
ょ
大
会 

４
位 

１
回
戦 

 
 

０
‐
３
神
津
中 

３
位
決
定
戦 

１
‐
６
大
島
第
一
中 

【
小
笠
原
中
・母
島
中
学
校
野
球
部
】 

〇
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
（
佐
渡
島
） 

１
回
戦
シ
ー
ド 

２
回
戦 

０
‐
１
９ 

西
之
表
市
立
種
子
島
中

交
流
戦 

１
‐
１
３ 

隠
岐
の
島
あ
ん
や
ら
ー
ず 

【
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
・Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
】 

○
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
新
島
大
会
（島
し
ょ
小
学
生

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
） 

《
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
》
６
位 

予
選
リ
ー
グ 

０-
０
ス
ー
ル
青
小 

１-

０
Ｆ
Ｃ
利
島 

準
々
決
勝 

０
‐
４
八
丈
島
Ｆ
Ｃ 

５
位
決
定
戦 

１-

０
式
根
島
Ｓ
Ｃ 

０-

７
大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ 

《
ベ
ス
ト
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
賞
受
賞
》 

鮎
川 

蓮
く
ん 

《
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
》
10
位 

予
選
リ
ー
グ 

１-

２
式
根
島
Ｆ
Ｃ 

１-

１
大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ 

順
位
決
定
リ
ー
グ 

12-

０
Ｆ
Ｃ
利
島 

１-

１
御
蔵
三
宅
フ
レ
ン
ズ
、

０-

６
Ｆ
Ｃ
三
宅 

台
風
の
影
響
に
よ
り
一
日
早
く
帰
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
各
島
の
チ
ー
ム
と
対
戦
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

 

【
柔
剣
道
】 

《
東
京
少
年
柔
道
・剣
道
練
成
大
会
》 

○
柔
道
錬
成
参
加 

 

○
剣
道
団
体
戦 

第
２
回
戦
に
出
場 

○
柔
道
団
体
戦 

第
２
回
戦
に
出
場 

【
小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
】 

○
港
区
交
流
試
合
・八
丈
島
遠
征
野
球
大
会 

７
月
27
日
に
、
港
区
・杉
並
区
の
チ
ー
ム
と
交

流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
７
月
29
日
～
31
日
は

八
丈
島
で
の
交
流
野
球
大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
大
会
は
１
勝
２
敗
で
４
位
で
し
た
が
、
全
力

プ
レ
ー
で
頑
張
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
チ
ー
ム
と

の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

【
南
ア
ル
プ
ス
市
中
学
生
親
善
交
流
（８
月
17
日
〜

20
日
）】 

小
笠
原
村
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
山
梨
県
南
ア

ル
プ
ス
市
か
ら
、
17
名
の
中
学
生
が
親
善
交
流
の

た
め
来
島
し
ま
し
た
。
海
と
親
し
み
、
動
植
物
や

景
色
を
通
じ
て
自
然
を
学
び
、
伝
統
工
芸
を
体
験

す
る
な
ど
世
界
自
然
遺
産
の
島
を
満
喫
し
ま
し
た
。

島
の
中
学
生
と
す
っ
か
り
友
達
に
な
る
ほ
ど
交
流

を
し
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

第
４
回
教
育
委
員
会 

  

教
育
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
平
成
26
年
第
４
回
教
育
委
員
会
】 

《
日
時
》
10
月
２
日
（木
）午
後
４
時
～ 

《
場
所
》 

小
笠
原
村
役
場
第
２
庁
舎
２
階
会
議
室 

 
 
 

母
島
支
所
２
階
会
議
室
（Ｔ
Ｖ
会
議
） 

 

●
問
合
せ
先 
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

    

動
物
愛
護
週
間 

 

９
月
20
日
（土
）～
26
日
（金
）は
動
物
愛
護
週
間

で
す
。
動
物
は
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
最
期
ま
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
東
京
都
で
は
環
境
省
や
動
物
愛
護
団
体
な

ど
と
と
も
に
「動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」を
９
月
23
日
（火
）に
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp

/index.html 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

(

公
社)

日
本
動
物
福
祉
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
７
４
０
―
８
８
５
６ 

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
環
境
保
健

衛
生
課     

０
３
―
５
３
２
０
―
４
４
１
２ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
７
月
30
日
～
８
月
10
日 

○
基
地
交
付
金
要
望
（総
務
省
・防
衛
省
） 

○
内
地
連
携
病
院
あ
い
さ
つ
（
広
尾
病
院
・
台
東 

病
院
） 

○
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
あ
い
さ
つ 

○
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
な
ど 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、９
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方 

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

保
健 

家
庭 

図
画
工
作 

音
楽 

生
活 

理
科 

算
数 

地
図 

社
会 

書
写 

国
語 

科
目 

新
・み
ん
な
の
保
健 

新
編 

新
し
い
家
庭 

図
画
工
作 

小
学
生
の
音
楽 

み
ん
な
と
ま
な
ぶ 

新
編 

新
し
い
理
科 

新
編 

新
し
い
算
数 

小
学
生
の
地
図
帳 

新
し
い
社
会 

書
写 

国
語 

教
科
書
名 

学
研
教
育
み
ら
い 

東
京
書
籍 

日
本
文
教
出
版 

教
育
芸
術 

学
校
図
書 

東
京
書
籍 

東
京
書
籍 

帝
国
書
院 

東
京
書
籍 

光
村
図
書 

光
村
図
書 

発
行
者 
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【
日
時
】
９
月
22
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

〇
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

〇
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

〇
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

〇
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
母
島
施
設
新
営
工
事
に
関
す
る

住
民
説
明
会
な
ど
の
開
催 

 
 

母
島
に
お
け
る
森
林
生
態
系
の
保
護
・管
理
活
動
の

拠
点
と
し
て
整
備
が
不
可
欠
な
小
笠
原
諸
島
森
林
生

態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
母
島
施
設
の
新
営
工
事
が
、
現

在
、
入
札
公
告
中
（平
成
26
年
８
月
末
現
在
）で
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
の
工
事
概
要
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
会
と
併
せ
、
母
島
施
設
に
関
係
す
る
プ
ラ

ナ
リ
ア
な
ど
の
外
来
種
侵
入
防
止
対
策
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
４
日
（木
） 

《
講
演
会
》
午
後
７
時
～
７
時
30
分 

《
説
明
会
》
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
営
繕
部
計
画
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
４
８
―
６
０
１
―
３
１
５
１ 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

    

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
業
務
報
告
会
の
開
催 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
の
取
組

を
住
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
機
会
と
し
て
、

業
務
報
告
会
「林
野
庁
の
仕
事
、小
笠
原
で
こ
ん
な
こ

と
や
っ
て
ま
す
！
」を
開
催
し
ま
す
。今
回
は
幅
広
く

な
る
べ
く
多
く
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
14
日
（日
）午
後
６
時
45
分
～
８
時
35
分 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル 

【
内
容
】 

日
本
森
林
技
術
協
会
（
固
有
生
態
系
修
復
事

業
）、
東
京
農
業
大
学
（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）、
小

笠
原
自
然
文
化
研
究
所
（
東
島
森
林
性
海
鳥
の

森
）、プ
レ
ッ
ク
研
究
所
（種
間
相
互
関
係
）お
よ
び

保
全
セ
ン
タ
ー
（概
説
）か
ら
取
組
の
報
告
が
あ
り

ま
す
。 

【
そ
の
他
】
当
日
参
加
の
皆
さ
ま
（先
着
20
名
様
）

に
外
来
種
駆
除
木
を
利
用
し
た
木
炭
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受

付
お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
19
日
（金
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終
了

後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年
間
パ

ス
」が
必
要
で
す
。パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
お

気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
ス
を
お

持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
期

間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ
の
講
習
を
受
講
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、

受
講
し
た
日
か
ら
２
年
間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て

お
り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（講
習
は
、原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の

間
で
１
時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２
―
２
１
０
３ 

 

遊
歩
道
お
よ
び
国
有
林
指
定
ル
ー
ト

の
通
行
止
め 

 

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
な
ど
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を

行
な
い
ま
す
。 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す

が
、
作
業
区
域
内
に
は
、
指
定
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
除

き
、
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
作
業
期
間
中
、
一
部

の
日
程
に
お
い
て
、
遊
歩
道
お
よ
び
国
有
林
指
定 

ル
ー
ト
を
通
行
止
め
に
し
て
作
業
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
期
間
】
９
月
17
日
（水
）～
28
日
（日
） 

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実

施
し
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
５
時 

 

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら 

※
入
港
日
は
午
前
11
時
30
分
ま
で 

 

【
作
業
区
域
】 

作
業
期
間
中
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾

側
に
小
港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
夜
明
け
道
路
お
よ
び
屏

風
谷
か
ら
小
港
園
地
ま
で
の
沿
道
そ
の
周
辺
山
域

（住
宅
地
を
除
く
）で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】 

①
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
月
19
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
月
27
日
（土
） 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
か
ら
西
海
岸
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
月
20
日
（土
） 

【
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】 

③
小
港
～
高
山
・ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
月
18
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
月
25
日
（木
） 

               

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

第
２
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者･

認
定

就
農
者
・お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者

を
対
象
に
「農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
次
の
内
容
で
開
講

い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】
作
物
の
機
能
性
・品
質
保
持 
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【
講
師
】 

東
京
都
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
企
画
室 

木
幡
勝
則
副
参
事
研
究
員 

【
開
講
日
】 

《
父
島
》
10
月
６
日
（月
）午
後
２
時
30
分
か
ら 

《
母
島
》
10
月
４
日
（土
）午
後
４
時
か
ら 

【
場
所
】 

《
父
島
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館 

 

《
母
島
》
営
農
研
修
所
本
館 

【
対
象
者
】
農
業
者 

【
申
し
込
み
】 

受
講
希
望
者
は
10
月
１
日
（水
）ま
で
に
電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
今
後
の
予
定
】 

《
11
月
》
野
菜
栽
培 

《
12
月
》
販
売
戦
略 

《
１
月
》
農
業
経
営 

《
２
月
》
食
品
加
工 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
２
―
２
１
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

２
―
２
５
６
５ 

 

南
島
外
来
植
物
駆
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集 

  

東
京
都
は
、
外
来
植
物
の
駆
除
作
業
を
は
じ
め
と

す
る
植
生
回
復
事
業
な
ど
に
よ
り
、
南
島
の
自
然
環

境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
回
、
こ
う
し
た
南
島
に
お
け
る
東
京
都
の
取
組

と
外
来
植
物
の
現
状
を
村
民
の
方
々
に
実
体
験
を
通

し
て
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
村
民
の
方
を
対
象
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
申
込
み
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
22
日
（水
） 

 
 

午
前
８
時
（青
灯
台
集
合
）～
午
後
１
時
30
分

（青
灯
台
着
）予
定
（昼
休
憩
あ
り
・昼
食
必
要
） 

【
募
集
定
員
】
18
人
（
18
歳
以
上
対
象
） 

【
作
業
内
容
】
南
島
に
お
け
る
２
時
間
程
度
の
除
草

作
業
（途
中
休
憩
あ
り
） 

【
申
込
期
間
】
９
月
８
日
（月
）～
19
日
（金
）ま
で 

※
先
着
順 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

 
 
 

２
―
２
１
４
８ 

 

接
客
マ
ナ
ー
講
習
会
開
催 

 

商
工
会
で
は
、
講
師
を
招
き
「接
客
マ
ナ
ー
講
習 

会
」を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

 

接
客
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
顧
客
満
足
度

の
向
上
を
図
り
、新
規
顧
客
・リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に

繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
テ
ー
マ
】
接
客
マ
ナ
ー
講
習
会 

【
日
時
】 

《
父
島
》
９
月
28
日
（日
）午
後
７
時
～
９
時 

 
 
 
 
 
 
 

29
日
（月
）午
後
７
時
～
９
時 

 
 

※
父
島
の
講
習
会
は
２
日
間
コ
ー
ス
に
な
り
ま

す
。 

 

《
母
島
》
９
月
30
日
（火
）午
後
６
時
30
分
～
９
時 

【
会
場
】 

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
参
加
費
】
無
料
（筆
記
用
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
） 

【
講
師
】
店
舗
活
性
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

村
越
和
子 

氏 

※
準
備
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
気
象
状
況
な
ど
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
。 

 ●
申
込
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 ビ
ー
チ
バ
レ
ー
＆
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
月
は
、
小
港
海
岸
で
行
わ
れ
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

開
催
時
に
行
い
ま
す
。 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
と
と
も
に
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
６
日
（土
）※
雨
天
中
止 

【
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
受
付
】 

午
前
９
時
～
10
時
（バ
ス
到
着
ま
で
） 

【
場
所
】
小
港
海
岸 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
開
催 

 

◎
第
36
回
「月
の
う
さ
ぎ
」 

お
月
見
の
季
節
に
な
っ
た
よ
！
月
を
望
遠
鏡
で
見

て
み
よ
う
！
何
が
見
え
る
か
な
？ 

【
日
時
】
９
月
３
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
９
月
３
日
（水
）正
午
ま
で 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 

 
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
９
月
の
開
館
日 

 
 
 

９
月
17
日
ま
で
毎
日
開
館
、
以
降
お
が
さ
わ

ら
丸
・観
光
船
の
入
港
日
～
出
港
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。 

【
特
別
展
】 

《
本
館
》
「小
笠
原
の
魚
」展
～
こ
の
ふ
し
ぎ
な
生

き
物
た
ち
～
（２
会
場
） 

《
新
館
》
「小
笠
原
諸
島
の
島
々
」～
硫
黄
三
島
、

沖
ノ
鳥
島
、
南
鳥
島
、
西
之
島
～ 

【
講
演
会
】
※
各
開
始
時
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

《
日
時
》
９
月
15
日
（月
）午
後
７
時
30
分
～ 

〇
水
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
～
島
嶼
の
水
資
源

と
水
環
境
を
考
え
る
～ 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル 

《
講
師
》
森 

和
紀
（日
本
大
学
文
理
学
部
教
授 

首
都
大
学
東
京
客
員
研
究
員
） 

《
日
時
》
９
月
23
日
（火
）午
後
７
時
～ 

①
フ
ァ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
諸
島
の
植
物 

《
講
師
》
パ
ト
リ
シ
オ
・ロ
ペ
ス
（チ
リ
共
和
国

コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
大
学
教
授
）  

②
パ
タ
ゴ
ニ
ア
と
南
極
の
植
生
変
遷
を
化
石

記
録
か
ら
探
る 

《
講
師
》
西
田
治
文
（中
央
大
学
理
工
学
部
教
授
） 

《
日
時
》
９
月
29
日
（
月
）
午
後
７
時
30
分
～ 

〇
小
笠
原
の
魚
た
ち
～
分
布
の
研
究
か
ら
そ

の
ル
ー
ツ
を
探
る
～ 

《
講
師
》
瀬
能 

宏
（神
奈
川
県
立
生
命
の
星
・

地
球
博
物
館
） 

 
 

小
笠
原
に
は
固
有
種
を
含
め
１
千
種
以
上

の
魚
た
ち
が
分
布
し
て
い
ま
す
。 

 
 

過
去
20
年
間
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
て
き

た
魚
の
分
布
情
報
や
そ
の
分
析
結
果
に
基

づ
き
、
小
笠
原
に
は
ど
の
よ
う
な
魚
た
ち
が

分
布
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
彼
ら
は
ど
こ
か

ら
や
っ
て
き
た
の
か
、
興
味
深
い
ト
ピ
ッ
ク

ス
に
交
え
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先  

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
０
０
１ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
時
】
９
月
26
日
（金
）午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 



  NO．634   平成 26（2014）年 9月 1日（月）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-6- 

   

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
の
問
合
せ
先
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

子
ど
も
茶
道
参
加
者
募
集 

 

◎
一
日
体
験
講
座 

 

子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
の
文
化
に
触
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
茶
道
一
日
体
験
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
】
茶
道
が
初
め
て
の
小
学
１
年
生
～
高
校 

３
年
生
（就
学
前
の
子
ど
も
は
、保
護
者
の
方
の
付

き
添
い
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
） 

【
日
時
】
９
月
21
日
（日
）午
後
２
時
～
３
時 

【
費
用
】１
人
５
０
０
円
（お
茶
、お
菓
子
、お
懐
紙
、

黒
文
字
、
保
険
代
） 

【
持
ち
物
】
白
い
靴
下
、
ハ
ン
カ
チ
、
参
加
費 

【
受
付
】
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
先
着
順
で
受
け

付
け
。
定
員
（
10
名
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

 

◎
「お
茶
会
を
し
よ
う
！
」講
座 

 

交
代
で
お
茶
を
点
て
あ
う
「花
月
之
式
」に
基
づ
き
、

和
室
で
の
所
作
、
立
ち
居
振
る
舞
い
を
学
び
ま
す
。 

ま
た
、
最
終
回
に
は
、
実
際
に
お
客
さ
ま
を
お
招
き
し
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
お
茶
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

茶
道
が
全
く
初
め
て
の
方
も
、
経
験
者
も
一
緒
に
で

き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い 

【
対
象
】小
学
１
年
生
～
高
校
３
年
生
（就
学
前
の
子

ど
も
は
、
保
護
者
の
方
の
付
き
添
い
が
あ
れ
ば
参

加
で
き
ま
す
） 

【
日
時
】
日
曜
日
、
午
後
１
時
～
３
時
（全
８
回
） 

９
月

28

日
・
10

月

26

日
・
11

月
９
日
・  

 
 

11

月

16

日
・
12

月
７
日
・
12

月

14

日
・ 

 
 

１
月
24
日
（土
）・１
月
25
日 

 
 

※
１
月
24
日
は
土
曜
日
に
な
り
ま
す
。 

【
費
用
】
１
人
４
千
円
（お
茶
、
お
菓
子
、
保
険
代
）・お

懐
紙
、
楊
枝
の
必
要
な
方
は
、
別
途
５
０
０
円
（実
費
） 

【
持
ち
物
】
楊
子
、
お
懐
紙
、
白
い
靴
下
、
帯
ま
た

は
ベ
ル
ト
、
ハ
ン
カ
チ 

【
受
付
】
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
先
着
順
で
受
け

付
け
、
定
員
（
10
名
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

※
９
月
20
日
（土
）・２
月
１
日
（日
）は
、
９
時
か

ら
、
会
場
や
お
道
具
の
準
備
、
片
付
け
を
行
い

ま
す
の
で
、
参
加
者
お
よ
び
保
護
者
の
方
は
、

お
手
伝
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
日
程
は
島
内
行
事
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

※
参
加
費
は
初
回
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場
合

も
返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
（旧
シ
ー
サ
イ
ド
浅
沼
） 

【
主
催
】
小
笠
原
村
伝
統
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会 

【
講
師
】竹
田
宗
洋
（補
助
員
派
遣
：
小
笠
原
茶
道
会
） 

※
こ
の
事
業
は
、
「平
成
26
年
度
文
化
庁
文
化
芸

術
振
興
費
補
助
金
（文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地

域
活
性
化
事
業
）」で
運
営
さ
れ
ま
す 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 

竹
田
洋
子 

０
９
０
―
１
０
２
１
―
０
４
１
０ 

メ
ー
ル 

 ogasawarasadou@yahoo.co.jp 

               

                                       

   

専
門
診
療 

 

◎
皮
膚
科
（東
京
医
科
大
学
病
院
） 

 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
９
月
22
日
（月
）午
前
・午
後 

 
 
 
 
 
 
 

23
日
（火
）午
前
・午
後 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
９
月
25
日
（木
）午
前
・午
後 

 
 
 
 
 
 
 

26
日
（金
）午
前
・午
後 

 
 
 
 
 
 
 

28
日
（日
）午
前
・午
後 

 
 
 
 
 
 
 

29
日
（月
）午
前
・午
後 

 
 
 
 
 
 
 

30
日
（火
）午
前
・午
後 

【
受
付
時
間
（父
母
共
通
）】 

《
午
前
》
８
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で 

《
午
後
》
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で 

 ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
原
診
療
所 

 
 

２
―
３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

      

育
児
学
級
・離
乳
食
の
会 

 

栄
養
士
と
旬
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
を
作
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
事
前
に
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
12
か
月
の
お
子
さ
ま

と
保
護
者 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

９月の燃料油価格変動調整金 
 

 ９月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，５６３ （+1,269） 

２  等  品 ８，９６６ （+1,190） 

３  等  品 ８，３６８ （+1,110） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９５８ （+127） 

０．０７５トン以下 ７２２ （+96） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，８７０ （+990） ２，４４０ （+500） 

１ 等 ９，７４０ （+1,980） ４，８７０ （+990） 

村民割引 
（往復）２等 ５，８５０ （+1,190） ２，９３０ （+600） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２６，７００ （+3,490） １３，３６０ （+1,750） 

特 ２ 等 ４０，０４０ （+5,230） ２０，０３０ （+2,620） 

１ 等 ５３，４１０ （+6,970） ２６，７１０ （+3,490） 

特 １ 等 ６１，７５０ （+7,950） ３０，８８０ （+4,030） 

特 等 ６６，８３０ （+8,720） ３３，４２０ （+4,370） 

２等（学割） ２１，３７０ （+2,800）  
２等 

（身体障害者割引） １３，３６０ （+1750）  ６，６９０ （+880） 
村民割引 
（往復）２等 ４０，０６０ （+5,240） ２０，０５０ （+2,630） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １７，２０２ （＋1,216） 

２  等  品 １６，０１４ （＋1,132） 

３  等  品 １４，７３１ （＋1,042） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，７２４ （＋122） 

０．０７５トン以下  １，２８３ （＋91） 
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【
父
島
】 

 
《
日
時
》
９
月
８
日
（月
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

 

《
場
所
》
予
約
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
10
日
（水
）午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

育
児
学
級
・お
や
つ
の
会
（母
島
） 

 

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
さ
ま
の
食
事
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

離
乳
食
を
完
了
し
た
４
歳
未
満
の
お
子
さ
ま

と
保
護
者 

【
日
時
】
９
月
10
日
（水
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

母
島
支
所 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計

測
の
み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
11
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
９
日
（火
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
９
月
12
日
（金
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
４ 

「第
２
期
募
集
」 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
４
を
開
講
し
て
お
り

ま
す
。
申
込
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
日
程
】
火
・木
曜
日
（祝
祭
日
は
除
く
） 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み

物
・上
履
き
（父
島
の
み
） 

【
父
島
】
初
回
（第
２
期
）９
月
９
日
（火
） 

《
時
間
》
午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

（場
所
変
更
有
） 

《
内
容
》
筋
力
の
維
持
増
進
、
関
節
可
動
域
の
維

持
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し

て
い
な
い
方
や
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
た
い

方
向
け
の
内
容
で
す
。 

《
申
込
》
村
役
場
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
窓
口 

【
母
島
】 

《
時
間
》
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
内
容
》 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（屋
外
）を
中
心
に
、
身
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

《
申
込
》
母
島
支
所
ま
た
は
母
島
明
老
会 

 ●
問
合
せ
先 

 

父
島
明
老
会 

 
 
  

 
 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
明
老
会 

 
 
 
  

 

３
―
２
１
１
１ 

 
                        

 

   

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
第
17
回
「赤
い
コ
ウ
モ
リ
の
謎
」 

 
 ド

ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵
が
コ
ウ
モ
リ
を
お
供
に
し
た
の

は
、
夜
行
性
だ
か
ら
で
す
。
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ

モ
リ
も
、
基
本
的
に
夜
に
活
動
し
ま
す
。 

 

黒
い
体
は
、
夜
に
保
護
色
に
な
る
一
方
、
昼
は
太

陽
光
を
吸
収
し
熱
く
な
り
、
不
利
に
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
南
硫
黄
島
で
は
違
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、

昼
間
に
も
空
を
飛
び
ま
わ
り
、
旺
盛
に
タ
コ
ノ
キ
の

実
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
日
焼
け
の
た
め
か
、
そ
の

体
毛
は
赤
茶
色
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

               

   

夜
行
性
に
は
、
理
由
が
あ
り
ま
す
。
昼
間
の
捕
食

者
か
ら
逃
げ
る
。夜
だ
け
見
つ
か
る
食
物
を
食
べ
る
。

昼
間
の
競
争
相
手
と
、
時
間
的
に
す
み
分
け
る
。
こ

れ
ら
が
、
一
般
的
な
理
由
で
す
。 

 

南
硫
黄
島
に
は
、
ノ
ス
リ
な
ど
の
捕
食
者
が
い
ま

せ
ん
。
食
物
と
な
る
植
物
は
24
時
間
営
業
で
す
。
植
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物
を
め
ぐ
る
競
争
相
手
も
い
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
夜

行
性
に
こ
だ
わ
る
理
由
は
な
さ
そ
う
で
す
。 

 

も
う
一
つ
、
重
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
南
硫
黄

島
に
は
平
地
が
な
く
、
ど
こ
も
地
形
が
急
で
、
植
物

の
発
達
が
貧
弱
な
の
で
す
。
植
物
が
貧
弱
だ
と
、
夜

の
採
食
だ
け
で
は
、
食
物
が
足
り
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。そ
し
て
、南
硫
黄
島
の
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
、

昼
だ
け
で
な
く
、
夜
も
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
捕
食

者
・競
争
者
が
お
ら
ず
、
食
物
が
足
り
な
い
環
境
が
、

昼
飛
ぶ
コ
ウ
モ
リ
を
生
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。 

 

昼
も
夜
も
飛
び
、
彼
ら
は
一
体
い
つ
寝
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
寝
不
足
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
心
配
で

し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査 

  

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
小
笠
原
に
は
、
貴
重
な

自
然
環
境
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

自
然
を
守
る
た
め
に
、
各
団
体
が
自
主
ル
ー
ル
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
。
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・

ス
イ
ム
も
例
外
で
は
な
く
、
イ
ル
カ
の
生
息
環
境
の

保
全
と
ツ
ア
ー
参
加
者
に
対
す
る
安
全
確
保
の
た
め
、

２
０
０
５
年
７
月
に
制
定
し
た
ル
ー
ル
が
あ
り
ま 

す
。 

【
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
自
主 

 

ル
ー
ル
】 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、

大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。
（ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る
） 

○
２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
し
た
場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回

数
を
１
隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他
船
へ

の
配
慮
を
考
え
る
こ
と
。 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
夏
の
繁
忙
期
に
、
こ
の
自
主
ル
ー
ル

の
遵
守
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
自
主
ル
ー
ル
は
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
各
船
の
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム

の
時
間
を
集
計
し
た
結
果
、
１
隻
の
船
が
イ
ル
カ
の

群
れ
に
付
い
て
い
る
時
間
は
、
平
均
す
る
と
30
分
ほ

ど
で
し
た
。
し
か
し
、
イ
ル
カ
に
付
く
船
は
１
隻
だ

け
で
は
な
く
、入
れ
替
わ
り
で
他
の
船
が
付
く
た
め
、

場
合
に
よ
っ
て
は
イ
ル
カ
の
群
れ
に
数
時
間
付
い
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
今
回
の
調
査
を
通
し
て
、
イ
ル
カ
へ
の
配
慮
と
ツ

ア
ー
参
加
者
の
安
全
確
保
に
は
、
さ
ら
な
る
工
夫
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
沿
岸
部
周
辺
に
は
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ

ル
カ
や
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
が
、
周
年
生
息
し
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
自
主
ル
ー
ル
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会  

 
 
 
 
 
 
 

２
ー
３
２
１
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
160 

 

◎
子
ガ
メ
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
到
来 

 

例
年
に
比
べ
、
少
な
い
な
が
ら
も
未
だ
に
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
並
行
し
て
、

多
く
の
海
岸
で
子
ガ
メ
が
ふ
化
し
て
い
ま
す
。
砂
か

ら
脱
出
し
た
子
ガ
メ
は
明
る
い
方
向
へ
進
む
習
性
が

あ
り
ま
す
。
も
し
夜
間
に
海
岸
を
散
歩
し
て
い
て
、

脱
出
し
た
子
ガ
メ
を
見
つ
け
た
ら
ラ
イ
ト
を
消
し
て

く
だ
さ
い
。
し
ば
ら
く
す
る
と
子
ガ
メ
は
海
の
方
向

へ
歩
き
出
し
ま
す
。 

◎
大
村
海
岸
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査
終
了 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
村
海
岸
に
産
卵
上
陸
す

る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
に
対
し
、
個
体
識
別
用
の
標
識
装

着
、
体
長
計
測
、
産
卵
巣
位
置
の
確
認
に
加
え
、
ウ

ミ
ガ
メ
が
「人
」の
影
響
を
受
け
ず
、
安
心
し
て
産
卵

で
き
る
海
岸
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
村
海

岸
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

６
月
１
日
か
ら
開
始
し
た
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査

は
、
８
月
16
日
に
終
了
し
ま
し
た
。
産
卵
上
陸
の
少

な
い
シ
ー
ズ
ン
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
最
盛
期
に
は

一
晩
で
延
べ
11
頭
も
の
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
、
４
頭

も
産
卵
す
る
夜
が
あ
り
ま
し
た
。 

８
月
に
入
り
上
陸
数
も
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
産

卵
を
見
学
す
る
際
に
は
以
下
の
注
意
点
を
し
っ
か
り

守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
産
卵
見
学
注
意
点
】 

〇
ゲ
ゲ
ゲ
ハ
ウ
ス
側
か
ら
海
岸
に
入
る 

〇
ウ
ミ
ガ
メ
の
前
に
立
た
な
い 

〇
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
た
ら
動
か
ず
通
り
過
ぎ
る

の
を
待
つ 

〇
ラ
イ
ト
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
探
さ
な
い
、
照
ら
さ
な
い 

〇
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
て
の
写
真
撮
影
は
し
な
い 

〇
立
入
禁
止
区
域
に
は
入
ら
な
い
（大
村
海
岸
植

栽
地
・自
衛
隊
敷
地
内
） 

〇
ウ
ミ
ガ
メ
や
卵
に
触
ら
な
い 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
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（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://bonin-ocean.net 
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今後も定期的に 

検診を受けましょう 

 
精密検査（二次検診） 

を受けて下さい 

 

  

医療機関で治療へ 

 

大腸がん検診の流れ 

 
 

                                

                                 

                                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うちむら かずみ）です。

うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早くみなさんに覚えて

いただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に挑戦してみようかと思っていま

す！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １７５ 号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

① 受付窓口で２日分の採便用器と採便シート、問診表を

受け取ります。 

② 便器に採便シートを敷く。 

（採便シートは、便器の水溜部にのせる紙です。この上に 

排便することで簡単に便が取れ、そのまま流せます。） 

③ 容器からスティックを抜き、便の表面をまんべんなく 

こすりとります。 

④ 容器にしまい、なるべく冷暗所で保存してください。 

便は２日分とります。 

（基本的には、提出日前日、当日分になります。） 

便潜血検査の受け方 

採
便
シ
ー
ト 

先端の溝が埋まるくらい

にとってください。 

クジラ：去年も受けたから、今年はいいかな･･･？ 

保健師：残念ながら、便潜血検査は完璧ではありませ

ん。見逃しもありますし、新たな発生も考え

られます。毎年受診して健康状態を見ること

が大切です。早期の段階で発見できれば、大

腸がんは高い確率で治すことが可能です！ 

クジラ：「どこも悪くないから、自分には関係ない」

ではなく、「どこも悪くないけれど、がんが

隠れているかもしれない」という意識をもつ

ことが大切なんだね。今年も受けてみます！ 

⑤ 問診票を記入の上、 

受付窓口に提出してください。 

 

提出日 

提出時間 

受付・提出窓口 

対象者 ４０歳以上 

９月 10日（水）、1７日（水）、24日（水） 

 
父島 8：00～11：00 

母島 8：00～ 9：00 

村役場福祉係、母島支所 

申込・受取 9月２２日（月）17：15まで 
（８月 1８日より開始しています） 

今後も定期的に 

検診を受けましょう 

精密検査（二次検診）

を受けて下さい 

＊11月に実施します 

医療機関で治療へ 

便潜血検査とは？ 

大腸のがんの組織はもろいため、がんがある部分を便が

通過する際の刺激によって、容易に出血します。 

この便に混じったわずかな血液を検査する方法が便潜

血検査です。 

この検査では、薬を飲んだり、食事を制限したりする必

要はありません。 

 

 



防災訓練 自動販売機設置業者募集申込締切

子育てセミナー（父島）

子育てセミナー（母島） 出港日

子育て相談（母島）

　　　　　入出港日 行政相談所の開設

ギャラクティック・キッズ開催 小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

小笠原諸島森林生態系保全センター母島施設新営工事住民説明会の開催 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

定期予防接種 赤旗山方面指定ルート通行止め

ガジュマル広場から西海岸方面指定ルート通行止め

動物愛護週間（～２６）

ビーチバレー＆ビーチクリーン 入港日

一日体験講座

高校図書館開放

　　　　　入出港日 母島巡回労働相談

高校図書館開放 専門診療（皮膚科）母島（～２３）

南島外来植物駆除ボランティアの募集期間（～１９） ビジターセンター講演会

育児学級・離乳食の会（父島） 敬老の日の集い（母島）

乳幼児健診・歯科健診（母島） 出港日

　　　　　入出港日 専門診療（皮膚科）父島（～２６）

育児学級・離乳食の会（母島） 小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

育児学級・おやつの会（母島） 定期予防接種

乳幼児健診・歯科健診（父島） 電話による無料法律相談

ヘルスアップ教室（父島） 都道行文線の整備再開に向けた村民説明会

赤旗山方面指定ルート通行止め

入港日

接客マナー講習会開催（～２９）父島

専門診療（皮膚科）父島（～３０）

入港日 高校図書館開放

小笠原諸島森林生態系保全センター業務報告会 ビジターセンター講演会

高校図書館開放

ビジターセンター講演会 接客マナー講習会開催（母島）

敬老大会（父島） 火

18 木

19 金

20 土

日

26

8

9

10

11

2323 火

金

14

7 日

月

火

水

木

29

5

66

水

木

金

土

3

4

日付 曜日 行　事　予　定

1 月

2 火

行　事　予　定日付 曜日

16 火

月22

17 水

21

15

27

30

12 金

土

日

月

13

月

28 日

24 水

25 木

土

敬老の日 

秋分の日 


